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川俣町の概況

【基本情報】（平成29年９月末現在）

●人口 13,834人

●65歳以上人口 5,266人

●高齢化率 38.1％

●要介護認定率 21.1％

●第一号保険料月額 6,947円（第７期）

避難解除区域があり、高齢化率が特に高い。
人口は平成24年に比べ、1,517人、率にして9.8％減少しており、高齢化率も
31.9％から6.2％上昇している。



【認知症初期集中支援推進事業】

１．認知症初期集中支援チームの設置
（１）設置状況（設置時期：H28年１月）

・チーム数 １チーム
・チーム員の人数 ３名
（サポート医１名、看護師１名、
精神保健福祉士１名）

・設置場所 村上病院（委託）

（２）取組の状況
・訪問実人数 ３名 （訪問延べ件数 ３件）
・専門医を含めたチーム員会議の開催 ２回

（チーム検討委員会の開催 １回）

（３）チームを設置したことによる効果
専門的な助言を受けやすくなり、医療・介護にも速やかにつながるようになった。

（４）事業を実施するうえでの課題
対応事例が増加すると、病院業務への影響が出る可能性がある。

２．業務を遂行するうえでのポイント
認知症の疑いがある（理解不足な）方をいかに説得して医療機関につなげるかがポイント

認知症初期集中支援チームのフローチャート



１．認知症地域支援推進員の設置
（１）設置の状況（設置時期：H28年４月）

・人数 １名（兼任）
・職種 介護支援専門員
・配置場所 川俣町地域包括支援センター

（２）取組の状況
○実施内容
① 認知症対応力向上の推進・・・研修会
② 在宅生活継続のための相談・支援・・・家族に対するアドバイス
③ 家族に対する支援事業
④ 他職種協働研修・・・事例検討会、ケアマネ勉強会

（３）推進員を設置したことによる効果
川俣町では、地域包括支援センターを高齢者福祉の総合相談窓口と位置づけ「困ったら、“くるまる”（地域包

括支援センターの愛称）」を周知啓発している。
そのため、認知症の相談、支援についても地域包括支援センターが窓口となるが、地域包括支援センター内に認

知症地域支援推進員を配置したことにより、初期集中支援チーム・医療・介護・地域等関係機関との調整やケース
のトリアージが行われ、認知症ケースに効率的に対応できるようになった。

（４）事業を実施するうえでの課題
・相談内容が複雑なこと
・業務過多（人手不足）

２．今後の展望
認知症の方々の徘徊対応を予定している。
ヘルプマーク・ヘルプカードの利用を検討中。

【認知症地域支援・ケア向上事業】



○事例検討会
内容：基調講演、事例紹介、事例検討
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第１回（67名）（H29.8.29）
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第２回（56名）（H30.2.28）

単位：％

【認知症地域支援・ケア向上事業】

事例検討
「夜間外に出て行ってしま
う認知症の方への対応につ
いて」

「地域住民へ対しての、も
の盗られ妄想への対応につ
いて」

検討課題

①認知症の理解のない家族
と本人の支援
②浮気妄想や暴力を行う方
への支援
③作話を行う方への支援
④認知症を受容できない家
族への支援
⑤夜間の徘徊への対応
⑥昼夜逆転する方への対応
⑦地域と専門職の連携につ
いて
⑧受診や服薬できない方へ
の支援

①病識がなく、もの盗られ
妄想、被害妄想のある方へ
の周りの関わり方について
②地区の方のストレス、負
担感を減らすための関わり
方について
③もの盗られ妄想、被害妄
想の背景にある「不安感」
を解消させるには
④病識のない方を医療や介
護につなげるには

参加した方の意見：
・専門職の意見が聞けて良かった
・ふだん交流がない人と話ができて良かった
・民生委員と話せて良かった
・グループごとの検討課題があり、具体的にできた
・若い人が介護に熱心に取り組んでおり、頼もしかった
・先生の話が聞けて良かった
・地域でのサポートの必要性を感じた

▲ 事例検討会の様子



【認知症地域支援・ケア向上事業】

３．その他の取り組み
（１）オレンジカフェ

（２）認知症ケアパス：平成29年２月策定済み

▲ 認知症ケアパス

▲ 認知症カフェの様子

▲ 夜カフェの様子

平成28、29年度 平成30年度

開催数 ４回（3か月毎） 12回（毎月）

開催場所

小規模多機能 小規模多機能
はなさんしょ
（NPO）
保健センター

担当
推進員が都度、リ
ハ職などに依頼

推進員、リハ会議
SC、NPOで３回
ずつ担当


